
１．異文化間能力とは

多文化共生社会における教育として，国際理解教育

・多文化教育・異文化間教育・異文化間コミュニケー

ション教育研究が展開している．これらの教育目的を

めぐる議論においては，多文化共生社会に求められる

能力として，外国語の運用能力や海外事情に関する知

識だけでなく，ものの見方や世界観，対人関係態度な

どを含めた，より実践的な力を重視する能力観が語ら

れている（山岸，１９９５）．

その中で，異文化接触場面における人間間のやりと

りに注目し，その過程に関わる能力を包括的にとらえ

た概念として，「異文化間能力」がある．多文化化が

進み，異なる文化的背景を持つ人々が共存する社会に

おいて，異文化接触は，海外勤務や留学をする特定の

人のみが経験する特別なものではなく，日常的に起こ

りうる事態である．このような異文化接触場面におい

て必要になる心理的要素や，コミュニケーション力な

どの能力を総称して「異文化間能力」と呼び，具体的

には，以下のように相互補完的な能力として定義され

ている：

１．異文化環境下で，仕事や勉学の目的を達成でき

る．期待されている職務の達成能力．

２．文化的・言語的背景の異なる人々と好ましい関

係を持つことができる．対人関係のためのコミ

ュニケーション能力を含む．

３．ストレスに対処し，個人にとって意味のある生

活を送ることのできる心理的適応能力．

（山岸，１９９５，水田，１９８９をもとに作成）

山岸他（１９９２）は，異文化間能力をより統合的に，

コミュニケーション・スキルより深いレベルで扱い，

ある特定の文化ではなく文化一般に対応する能力とし

てとらえ，その要素として図１のような枠組みを提案

している．「異文化対処力の要素」と題されたこの枠

組みは，異文化間能力の諸要素と全体像をより具体的

に明らかにしたものである．

異なる文化的背景を持つ人々が，国境を越えて移住する多文化共生社会化が進んで久しい．少

子高齢化が進む日本においても，主に経済面における国際的競争力を維持するため，外国人登録

者数および移民の受け入れ数は今後も増加すると考えられる．それに伴い，異なる文化風習およ

び価値観を持つ海外出身者と地域住民との摩擦問題，定住者の国籍や子女の教育等に関わる法的

整備の遅れなど，国や地域行政の政策をめぐる多様な問題が発生しつつある．本研究は，これら

の社会的諸問題の解決を視野に入れつつ，多文化共生社会においてどのような教育を構築するの

かについて，異文化トレーニングの研究を切り口に考察してゆくものである．
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状況調整能力，自己調整能力，カルチュラル・アウ

ェアネスに分類された異文化間能力の注意すべき点を

述べてゆくことにする．

第一に，異文化接触事態における言語能力のとらえ

方である．他者との良好な人間関係を構築する上で，

コミュニケーション能力は重要である．相手が異なる

文化的背景を持つということは，扱う言語も異なる可

能性が高く，従って，世界的な規模で用いられている

英語の運用能力が必要であると考えられる．しかし，

外国語を含めた言語能力は，図１においては，状況調

整能力内の（８）コミュニケーションの下位項目の一つ

に位置付けられている．異文化間コミュニケーション

教育に対する批判として，言語習得が十分になされて

いれば，異文化間コミュニケーションは十分に成立す

るのではないかという指摘がある（SIETAR Confer-

ence ２００９（Tokyo）にて表明された意見より）．し

かし，他者とのコミュニケーション活動において，言

語的コミュニケーションの占める割合が多くて３分の

１程度であること（Mehrabian, １９７１）を考慮に入れ

れば，仮に言語運用能力が完全であったとしても，良

好な関係を築くためのコミュニケーション能力がある

ということにはならない．異文化接触事態に求められ

る異文化間能力は，このような能力観から，言語能力

に加え，コミュニケーションに関わる総合的な諸能力

を項目に含めている．

第二に，自己調整能力の具体的内容である．自己調

整能力は，異質なものに対してどの程度自己を調整し

て対処できるかの度合いを示す能力とされている．異

文化接触場面においては，カルチャーショックと呼ば

れる個人の内面的な心理的葛藤や，文化によって異な

る学習観や労働観などの価値観が衝突し混乱を引き起

こす文化衝突と呼ばれる問題に遭遇することがある．

これらの問題は，異文化に接触している人々の身体的

・心理的危機（ストレス）を引き起こすものであり（近

藤，１９８１），それらのストレスに対応する力が必要で

あるといわれている．自己調整能力は，より心理学的

な立場から，こうしたストレスに対応するための能力

などをとらえ，異文化間の相互作用において重要とな

る心理的要素を抽出したものといえる．

第三に，山岸（１９９５）の論じる異文化対処力の要素

図１ 異文化対処力の要素（山岸，１９９５，p．２１６）
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を，特に「異文化間」接触事態において重要な能力と

示す根拠となるのが，カルチュラル・アウェアネス，

すなわち文化的気付き度であろう．文化的気付き度に

おいては，他の文化に関する知識だけでなく，異文化

に対する理解と興味，自分の文化に対する理解と，文

化相対主義的な観念を持つことが重要視されている．

ここでは，単に知識だけではなく，文化に関する認識，

価値観と行動様式に至るまでの，異文化接触場面にお

ける実践面により深く関わる理解が求められている．

ところで，異文化間能力で語られている異文化とは

何であろうか．文化とは，様々な分野に関わる抽象的

で多様性のある概念であるため，その定義は複雑で多

様である．「文化」の『広辞苑』（２００８）による定義で

は，文化とは「①文徳で民を教化すること．②世の中

が開けて生活が便利になること．文明開化．③（cul-

ture）人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面

の成果．衣食住はじめ技術・学問・芸術・道徳・宗教

・政治など生活形成の様式と内容とを含む」とある．

異文化間コミュニケーション研究の分野においては，

辞書の分類でいう③にあたる内容，つまり，ある一定

の集団によって共有・伝承・学習されている日常生活

様式を文化の定義とすることが主流である（石井他，

１９９６）．これによると，異文化とは日常生活様式が異

なることを指すといえる．しかし，近年の異文化間コ

ミュニケーション研究領域においては，異文化を年代

間や個人間の異質性まで解釈を拡大させた，企業内に

おける異文化間コミュニケーション（鈴木他，２００９），

日常的な対人関係における異文化間コミュニケーショ

ン（八代，山本，２００６）に着目した研究も進められて

いる．

このように，異文化を様々な異質性ととらえたとき，

異文化間能力とは，他者とのかかわりにおいて必要な

能力の全般を指すものといえる．上記の図１において，

すべての能力と関連する場所に位置づけられている

「感受性」の内容が，必ずしも異文化間を前提とする

ものばかりではないのもそのためであろう．異なる文

化であれ，異質性であれ，違いを相対的にとらえる世

界観，新たな価値観を創造する力などの，全人的な資

質および人間性に関わる能力を有することが，異文化

間能力の定義となるといえる．

２．異文化トレーニングとは

異文化トレーニングは，異文化間能力を育成するこ

とをその主たる目的としている．異文化間能力を全人

的な資質としてとらえた場合，異文化トレーニングは，

「文化」をその中心的な切り口とした異文化間能力，

ひいては人間性の育成を目指す教育手法ということに

なる．しかし，実際の異文化トレーニングは，全人的

な資質というよりも，異なる文化的背景を持つ人々と

有効なコミュニケーションをとる力をいかに育むか，

という点に焦点を当てて発展してきている．したがっ

て，文化的影響が多いと考えられる価値観・認識形態

・行動様式に焦点を当て，その経験的な理解を進めよ

うとするトレーニング類が主流である．

異文化トレーニングの起源は，１９６０年代のアメリカ

にさかのぼるといわれている．世界の政治・経済・社

会問題に深い関わりを持つようになったアメリカでは，

異なる文化的背景を持つ人との異文化接触事態が増え，

それに伴い価値観の違い，誤解，摩擦，偏見といった

問題が表面化してくるようになった．

これらの問題が真剣にとらえられたアメリカで，そ

の解決策として最初に行われたトレーニングは，「大

学モデル」と呼ばれる講義形式の知識詰め込み型モデ

ルであった．海外勤務や軍隊として派遣が決まったア

メリカ人に対し，対象国の文化をはじめ，政治経済や

習慣にいたる情報，そしてアメリカとの違いを知識的

に教え込むというモデルである．しかし，このモデル

の有効性は，その後海外勤務等の経験者から否定され

ることになる．その理由として，Gudykunst and

Hammer（１９８３）は，①異文化環境下における自己

の行動様式の調整不足，②観念的・抽象的理解中心で，

異文化接触事態における感情的な葛藤等に対する訓練

の不足，③コミュニケーション・スキルの不足，④実

際のコミュニケーションの想定不足，以上の４点にお

いて問題があったと指摘している．

この後，経験的学習を中心として発展した異文化ト

レーニングは，１９７０年代には大学の正規科目として教

えられるようになり，多様な手法が実践された．そし

て，Barndt（１９７２），Warren and Adler（１９７７）ら

により発展してきたトレーニング方法の目的は，Tri-
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andis（１９７７）によってより理論的に分類された．そ

の分類方法は，その後のBennett（１９８６），小池（２０００），

八代（２０００）を含む研究者らによるトレーニング方法

の分類においても広く用いられている．以下に，Trian-

dis（１９７７）の理論的基準と，小池（２０００）八代（２００

０）をもとに作成した，異文化トレーニングの大まか

な分類を表１に示す：

異文化トレーニングのプログラムは，これら全てを

複合的・相補的に用いた方法による構築がなされてい

る（小池，２０００）．プログラム構築においては様々な

方面からの考察が必要になるが，中心的な要素の一つ

が，受講者（参加者）であろう．水田（１９８９）は，①

受講者のニーズ，②文化的背景，③慣れ親しんでいる

学習スタイル，そして④異文化の体験の有無などが中

心的な要素となると指摘している．これらに加えて，

時間的・資金面での制約，時期や環境などの要素を考

慮に入れる必要がある．したがって，実際の異文化ト

レーニングは，受講者，目的と内容，そして期間に応

じ，限りなく理想に近い形を目指しながら，多様なプ

ログラム構築がなされているのが現状である．

異文化トレーニングの経験的学習の実践において重

要な役割を果たすのが，ファシリテーター（または異

文化トレーナー）である．Miles（１９５９）は，ファシ

対象 目的 内容 主な手法

１

知
識
レ
ベ
ル

コミュニケー

ション環境に

対する客観的

な気づきと理

解を目的とす

る．

特定の文化（文化特定），あるいは文化一般に

関する情報を得る．文化特定においては，社会

規範，対人関係のルール，地理や政治経済，治

安・環境，教育や人種など，日常生活様式につ

いて学ぶ．文化一般においては，偏見や自文化

中心主義など，異文化間コミュニケーションに

おいて生じやすい問題について概念的に理解す

る．

教授的学習による．従来の講義形式によって進

める．専門的知識を持っている人，海外勤務の

場合は前任者が担当となることが多い．

２

情
動
レ
ベ
ル

自らを知るこ

と，そして異

文化に対する

態度の変化を

目的とする．

異文化摩擦や誤解等に直面した時の自らの感情

をよく知り，それを制御する能力をトレーニン

グする．体験者自らの気質に対する気付きを促

す内容のため，より心理的な内容といえる．感

情の起伏を伴うトレーニングであり，自分と相

手を理解しようとする態度の変化にまで持って

ゆくために，熟練したファシリテーター（異文

化トレーナー）と呼ばれるトレーニング実践の

専門家が必要であるとされる．

経験的学習による．心理テストのような形で用

意された「日本人の国際適応力診断テスト」（マ

ツモト，１９９９）など，自らの感情を診断するも

の，クイズやワークシート形式の脳内トレーニ

ングなど一人でできるものから，ワークショッ

プなどで用意されたシミュレーション・ロール

プレイ等の異文化疑似体験について，その解釈

と評価，判断の話し合いなどのグループワーク

も用いられる．後者の場合は，疑似体験時に持

った感情や行動の基準の背景について，ファシ

リテーターが注意深く進行しながら考察を促す

ものとなる．

３

行
動
レ
ベ
ル

相手の行動を

理解し，より

効果的な行動

が取れるよう

になることを

目的とする．

相手の行動に対する自分の反応と，次の自分の

行動が異文化でどのような意味を持つのか学ん

でゆく．郷に入れば郷に従えというだけではな

く，その方法がどうしても受け入れられないと

き，どのようにして失礼のないように対処する

かについても学んでゆく．相手を尊重しつつ，

自らの意思をより効果的に伝えるためのコミュ

ニケーション・スキル（アサーティブ・コミュ

ニケーション）も含まれる．扱う内容は，文化

特定・文化一般ともに可能である．

経験的学習による．状況を客観的に理解して適

切な行動に繋げるためのDIEメソッドやエポ

ケー（判断保留），アサーティブ・コミュニケ

ーション・スキルのための「わたし文」作成な

ど，一人でできるワークシート形式のものや，

ロールプレイなどにより，どのように行動すべ

きかを学ぶ．

表１ 異文化トレーニングの目的・内容と主な方法
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リテーターが備えるべき資質と行うべき行動について，

以下の９点をあげている：

①変化に対し，寛容でなければならない．自分

自身の行動についても自問することがなけれ

ばならない．

②文化背景の異なる人とスムーズに意思伝達を

行うこと．

③異文化の受講者が学ぶことに，本心から手助

けしようという純粋な動機を持つこと．

④受講者の学びを進んで助け，そのことが受講

者に認められなければならない．そのために

は，異文化の理解や感情移入の能力が不可欠

である．

⑤グループの１人として，柔軟に，訓練に参加

すること．

⑥文化背景の異なる集団に敏感でなければなら

ない．また，集団の中で，何が起きているか

について注意し，理解できなければならない．

⑦文化背景の異なる集団に対し，学校教育から

得た知識だけでなく，実際的な知識を持って

いることが肝要である．

⑧体験学習の訓練に精通していなければならな

い．

⑨学習方法について，十分な知識を持っていな

ければならない．（西田，内藤，２００７，p．１１）

上記の点をまとめてゆくと，ファシリテーターとは，

進行役・カウンセラー・熟練したコミュニケーター・

異文化間能力に長けた教育者といえよう．理論的にい

えば，ファシリテーターは異文化間能力を持ちえてい

るのみならず，少なくとも心理学・教育学・コミュニ

ケーション学における学際的・専門的な知識と，宗教

・政治・社会などの世界の諸相・諸現象を対象とする

国際関係学の見識も有することが求められる．実践を

進める上では，小学生から一般社会人まで，年齢層の

幅の広い受講者を導くことのできる教育者としての技

能に加え，異文化間能力育成の支援者としての経験的

な技能が求められる．このため，高等教育機関等にお

ける長期間の養成と実践の積み重ねが必要と考えられ

る．ただし，これは理想的な姿であり，現状ではファ

シリテーターの全てがこれらの要素について学習する

ような特定の養成コースを履修し，具体的な資格を有

しているわけではない．米国や欧州においては，関連

教科の単位取得によって資格を認定する高等教育機関

が存在するが，期間・内容ともに多様である．日本に

おいては，高等教育機関および省庁の認定による資格

制度は現在のところ存在しない．そこには，資格制度

の需要性の問題，知識的・人間的に優れた人材を制度

内で育成することの課題，そして人間性の測定も含ま

れる可能性のある資格の測定基準の課題があると考え

られる．

ファシリテーターの育成のための明確な教育的体制

づくりが望まれる一方で，異文化間能力が全人的な資

質を含むことを考えた場合，上記の⑤に示されている

ように，ファシリテーターもまた共に学ぶ学習者であ

ることを念頭に置くことが重要であると考えられる．

ファシリテーターとしての資質は，学位や資格を取得

することによって完成するものではない．実践を積み

重ね，常に人間的成長を目指す姿勢が，ファシリテー

ターに求められる重要な資質の一つといえるであろう．

３．異文化トレーニングの問題点と改善点の考察

異文化トレーニングの教育現場における実践形態は

どうなっているのだろうか．これまでのところ，主に

①英語科授業内における実践（伊原，野澤，１９９５a，

１９９５b，阿佐美，２００７），②異文化理解講座等におけ

る専門的な講義内での実践（加賀美，２００２），③単発

的な講演会等における実践（伊藤，２００４）が報告され

ている．国内における異文化トレーニングは，関連学

会・高等教育・社会教育・生涯学習機関等において，

セミナーやワークショップなどの形態による実践が多

数あるが，学術誌における研究報告数は非常に限られ

たものである．

これまでにも述べたように，多文化共生社会におい

ては，留学生や海外勤務者のみではなく，全ての人が

何らかの方法によって異文化間能力を身につける必要

性がある．異文化間能力を全人的資質としてとらえる

ならば，その方法は無限にあるといえる．その無限に
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存在する方法の中で，異文化トレーニングを一つの切

り口としてとらえることも可能であろう．この異文化

トレーニングの有効性と問題点について明確にする研

究こそが，異文化間能力育成の一助として重要である

と筆者は考える．これをふまえ，高等教育における異

文化トレーニング実践の問題点について考察してゆく．

３．１．異文化トレーニングの批判について

最初に，異文化トレーニングの理論そのものに対す

る批判があることについて言及しておく必要がある．

異文化トレーニングの発展の歴史を振り返ると，異文

化トレーニングは，異なる文化的背景を持つ人とのコ

ミュニケーション上のトラブルの対処法として研究さ

れてきた．異文化トレーニングにおいて学ぶ衝突回避

の知識や予防モデルに関しては，①真の良好な人間関

係を持つことにはならない，②無限の文脈からなる対

人関係において必ずしも役立つものではない，③文化

的マイノリティの異文化適応という概念を超えていな

い，④異文化接触事態には問題が伴うという，いわば

ステレオタイプ化の危険性がある，という批判がある

（倉地，２００２）．しかし，これらの批判も，なんらかの

理論的・実証的検証に基くものではない．衝突や摩擦

を経験することで真の良好な人間関係を持てるとは言

えないし，異文化トレーニングで学んだことは対人関

係において役に立たないとも言えない．異文化トレー

ニングによって異文化接触事態のステレオタイプ化が

必ず起きるとも言い切れないであろう．

さらに，異文化トレーニングのもう一つの批判とし

て，異文化トレーニングの有効性についての実証的な

研究が十分に行われていないことがあげられる．異文

化トレーニングは，異文化間能力を高めるという壮大

で抽象的な目標を持っていることから，数学的・言語

的能力の獲得のようにその成果を具体的に数値化しや

すいものではない．その検証は困難であり，仮に調査

を行ったところでその結果は主観的である．しかし，

少なくともこれまでの筆者の異文化トレーニング実践

の受講者の感想によれば，異文化接触事態さえ経験し

たことのないものにとって，価値観が違うとはどうい

うことなのか，偏見とはどういうものなのか，そして

そうした事態に対し，自分がどのような感情を持つの

かといったことを学ぶための一つの手法として，ある

一定の効果があったことが示されている．

これまでの異文化トレーニング研究では，文化的背

景が大きく影響すると考えられる価値観や認識形態，

行動様式についての気付きを促す実践例が広く紹介さ

れてきた．今後は，これらの手法に，摩擦や衝突が起

きた時，価値葛藤を乗り越え，新たなる価値創造を生

む力の育成に注目することまで含むことが重要である．

それには批判的思考の訓練や，建設的な議論展開の訓

練が含まれると考えられるが，異文化トレーニング実

践例において，それらの具体的な方法まで言及された

ものは少ない．また，異文化トレーニングにはディブ

リーフィングとよばれるプロセスがある．参加者がト

レーニングで体験・発見したことについて考察し，デ

ィスカッションを行うという最終プロセスであるが，

この進め方についての具体的な言及がされている研究

は十分とはいえない．このプロセスについては，例え

ば，批判的思考力を育成する教育が実践されている北

欧の教育方法や，イギリスのシティズンシップ教育の

方法などから学ぶことも可能であろう．今後は，異文

化トレーニングにて摩擦や衝突を経験した後の，新た

な価値創造のプロセスについて，重点的に研究する必

要性があると考えられる．

３．２．英語教育内における実践について

外国語教育の教材には，文化の違いを焦点的に取り

上げたものが多数存在し，実際に異文化トレーニング

の英語科授業内における実践報告もいくつかある．水

田（１９８９）や町（１９９１）が主張するように，社会的規

範に基づいた言語行動をとる能力としての社会言語能

力（Holms and Brown, １９７７）と，コミュニケーシ

ョンの崩壊を防ぐ言語的・非言語的な戦略的能力

（Canal and Swain, １９８０）を身につけ，コミュニケ

ーション力の向上を目指すための外国語教育という観

点から，異文化トレーニングを導入してゆく可能性も

あるだろう．

しかし，英語教育内における異文化トレーニングの

実践上の問題点は２点ある．第一に，英語教育におい

ては，英語の運用能力を身につけることが第一義的な

目的であり，いわゆる「読む・書く・話す・聞く」の
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４技能の基礎的教育が広く行われているのが現状であ

る．高等教育においては，英語論文を読み・書き，学

会で発表し，質疑応答をこなすための，より高度でア

カデミックな能力が目的として位置づけられる．厳密

にいえば，異文化トレーニングで育むのは異文化間能

力であり，英語教育で育むのは英語運用能力である．

それぞれの目的は重複してはいるが，英語教育によっ

て異文化トレーニングの目的を達成できるものではな

いし，異文化トレーニングによって英語教育の目的を

達成できるものでもない．

筆者はこれまでに，高等教育機関において英語教育

を行う中，留学生との異文化間交流を導入した実践授

業（Kato, ２００７）や，異文化接触場面を想定したロー

ルプレイ・シミュレーションを取り入れた授業を行っ

てきた．留学生との異文化間交流授業の目的は，英語

に対する苦手意識を克服し，異なる文化的背景を持つ

人との交流に楽しさを感じることで，英語学習に対す

るモティベーションを上げるというものであった．実

践授業の結果，これらの目的におけるある一定の効果

は得られたが，英語運用力の技能そのものを高めるこ

とについては，十分な時間を確保することが困難であ

った．一方，後者の異文化接触場面を想定した授業の

目的は，留学準備コースとして位置付けられた英語授

業であり，シミュレーションやロールプレイは目的に

かなった内容であったと考えられる．しかし，この場

合においても，英語での表現方法とスピーキングの学

習がその中心を占め，カルチャーギャップや偏見につ

いて軽く触れることはできても，理論的な背景を十分

に言及することは困難であった．

第二に，仮に英語教育内で異文化トレーニングを十

分に実践できたとして，評価の問題がある．異文化ト

レーニングによって高められたと考えられる異文化間

能力は，英語教育における評価の対象となりえるので

あろうか．英語教育の基本的な目的が，英語の運用能

力の向上であることをふまえれば，異文化間能力はそ

の対象にはならない．また，異文化間能力を数値的に

評価することの課題もある．先の筆者の実践授業にお

いて，異文化間交流への参加も評価に含まれはしたが，

あくまでも英語教育が授業の目的であることから，成

績評価の主な方法は，結局のところ最終回の英語試験

にならざるを得なかった経緯がある．

これらの問題点を考慮に入れると，①英語教育内に

おける異文化トレーニングの効果等を評価の対象にす

ることは困難であること，②異文化トレーニングは，

英語教育を効果的に進めるための導入的な存在として

扱うべきであること，以上の２点をふまえることが重

要となってくるといえる．

３．３．関連講義内における実践について

「異文化理解」「異文化交流」などの関連講義にお

ける異文化トレーニングの実践は，その目的を比較的

に達成しやすいものと考えられる．ここでの課題は，

関連講座の設定に関する問題である．これらの講義は，

関連する学部・学科および留学生に対して開講されて

いる場合が多く，共通教育課程で開講されていた場合

には選択科目であることが多い．３．１．にある批判

のように，留学生に対する異文化トレーニングを実践

するとき，基本的に「異文化適応」という概念から抜

け切れず，文化的マイノリティがマジョリティへの適

応を強要される危険性があることを常に念頭に置かな

ければならない．こうした講義の対象とされるべきは

全学生であり，留学生のみを対象とすることには懸念

が残る．先にも述べたように，異文化間能力は異文化

理解講座や異文化トレーニングを経験しなければ獲得

できない，というものではない．しかし，多文化共生

社会において，価値観・偏見・自文化中心主義などに

関わる知識を持つことは重要であり，それらの項目に

ついて理論的・体系的に学ぶ科目が，広く専門外の学

生にも履修可能となることが期待される．

３．４．実践に関わるその他の諸問題について

英語教育や関連講義におけるその他の実践全般に関

わる大きな問題は，①時間的制限，②評価設定，③人

材不足の３点である．

時間的制限の問題とは，たとえば英語教育において

は英語の基礎的能力の養成，関連講義においてはその

主たる内容の理論的講義が第一義的目的であることか

ら生じる，異文化トレーニングを実施する上での絶対

的な時間的制約のことである．また，トレーニングの

内容によっては，講義の時間内に収まらない内容も含
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まれるため，講義内において実践できる事例は非常に

限られたものになってしまうのが現状である．異文化

トレーニングの実践事例においては，２名以上のファ

シリテーターによる進行が望ましい形態があるが，実

際には専門的な学科でない限り，ファシリテーターを

２名以上揃えることは非現実的である．評価の課題と

ファシリテーターの不足という問題は，異文化トレー

ニングの効果について実証的な研究が少ないことの原

因の１つと考えられる．

評価設定については既に述べてきたところであるが，

異文化間能力の向上について，数値的に評価すること

は困難である．異文化トレーニングを教育現場で実施

する際には，具体的な目標設定とその評価における具

体的な質問を十分に検討すべきである．たとえば，異

文化トレーニングで学ぶべきキーワードに関する従来

の試験方法に加え，批判的思考力やディスカッション，

グループワークの進め方に対する自己および相互評価

（Peer evaluation），ポートフォリオ形式による評価

方法も可能性として考慮にいれる必要がある．

これらの実践上における人材不足や時間的制限を補

う一つの方法として，ICT（Information and Commu-

nication Technology）を用いた異文化トレーニング

の研究が，Kato（２００９）らによって現在進められて

いる．ICT上で異文化トレーニングを行う場合，情

動レベルに働きかけるトレーニング類，議論の進め方，

そして評価方法についての十分な研究が求められる．

しかし，少なくとも異文化トレーニングの普及と時間

的制約の課題を乗り越えられる手法として，ICTの

導入は効果的であると考えられる．ICTを用いた異

文化トレーニング研究は，今後の実践事例を重ねるこ

とが求められよう．

４．まとめと今後の考察

本研究では，異文化間能力とそれを向上するための

一つの方法として，異文化トレーニングにおける問題

点と改善方法の考察を行った．ここで述べられた異文

化トレーニングの有効性と問題について，実践を重ね

ながら研究を進めることが，今後多文化化が進む中で

の教育方法構築に関する考察を深める一助になると考

える．そして，多くの学生が価値観や文化についての

見識を深めることにより，異文化あるいは異質性の中

で生じる社会的諸問題も含めた多様な問題を乗り越え，

多文化共生社会における新たなる価値創造を実現する

力を身に付ける一歩となることを期待する．
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